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【請求項１】
　式（Ｉ）：
【化１】

　（式中：
　Ｘ１およびＸ２のそれぞれは、独立してＮ、ＣまたはＮ＋Ｏ－であり；
　Ｚは存在しないか、あるいは－（ＣＲ８Ｒ９）ｍ－、－（ＣＲ８Ｒ９）ｓＯ（ＣＲ８Ｒ
９）ｍ－、－（ＣＲ８Ｒ９）ｓＮＲ７（ＣＲ８Ｒ９）ｍ－、－（ＣＲ８Ｒ９）ｓＳ（ＣＲ
８Ｒ９）ｍ－で表されるリンカー、または５～７員のヘテロアリールであり；
　Ｙは、ＣＨ２またはＣ＝Ｏであり；
　Ｒ１は、ヘテロアリールであって、１～３個のハロ、（Ｃ１～Ｃ４）アルキル、（Ｃ３

～Ｃ７）シクロアルキル、ヘテロシクリル、アリール、ヘテロアリール、ハロ（Ｃ１～Ｃ

４）アルキル、ハロ（Ｃ１～Ｃ４）アルコキシ、（Ｃ２～Ｃ４）アルケニル、（Ｃ２～Ｃ

４）アルキニル、ＣＯＲ６、ＣＯＯＲ６、ＣＯＮ（Ｒ６）２、Ｎ（Ｒ６）２、ＮＲ６ＣＯ
Ｎ（Ｒ６）２、ＮＲ６ＣＳＮ（Ｒ６）２、ＯＲ６、Ｓ（Ｏ）ｐＲ６、Ｓ（Ｏ）ｐＮ（Ｒ６

）２、ＣＮ、ＮＯ２、またはＮ３で置換されていてもよく；
　Ｒ２は、ハロ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２～Ｃ６）
アルキニル、（Ｃ３～Ｃ７）シクロアルキル、ヘテロアリール、ヘテロアリール（Ｃ１～
Ｃ２）アルキル、ヘテロアリール（Ｃ２～Ｃ３）アルケニル、ヘテロアリール（Ｃ２～Ｃ

３）アルキニル、ＣＯＲ６、ＣＯＯＲ６、ＣＯＮ（Ｒ６）２、ＣＳＲ６、ＣＳＯＲ６、ま
たはＣＳＮ（Ｒ６）２であって、式中、Ｒ２で表される各置換基は、ハロを除いて、独立
して、１～３個のハロ、（Ｃ１～Ｃ４）アルキル、（Ｃ２～Ｃ４）アルケニル、（Ｃ２～
Ｃ４）アルキニル、ＣＯＲ６、ＣＯＯＲ６、ＣＯＮ（Ｒ６）２、Ｎ（Ｒ６）２、ＮＲ６Ｃ
ＯＲ６、ＮＲ６ＣＯＮ（Ｒ６）２、ＮＲ６ＣＳＮ（Ｒ６）２、ＯＲ６、Ｓ（Ｏ）ｐＲ６、
ＣＮ、ＮＯ２、またはＮ３で置換されていてもよく；
　Ｒ３は、Ｈ、ハロ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２～Ｃ

６）アルキニル、ＣＯＲ６、ＣＯＯＲ６、ＣＯＮ（Ｒ６）２、Ｎ（Ｒ６）２、ＮＲ６ＣＯ
Ｒ６、ＮＲ６ＣＯＮ（Ｒ６）２、ＮＲ６ＣＳＮ（Ｒ６）２、ＯＲ６、Ｓ（Ｏ）ｐＲ６、Ｃ
Ｎ、ＮＯ２、またはＮ３であり；
　Ｒ４はＨ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２～Ｃ６）アル
キニル、ヘテロアリール、ヘテロアリール（Ｃ１～Ｃ２）アルキル、ヘテロアリール（Ｃ

２～Ｃ３）アルケニル、ヘテロアリール（Ｃ２～Ｃ３）アルキニル、アリール、アリール
（Ｃ１～Ｃ２）アルキル、アリール（Ｃ２～Ｃ３）アルケニル、アリール（Ｃ２～Ｃ３）
アルキニル、ＯＲ６、またはＣＯＮ（Ｒ６）２であり；
　各Ｒ５は、独立して、ハロ、（Ｃ１～Ｃ４）アルキル、（Ｃ２～Ｃ４）アルケニル、（
Ｃ２～Ｃ４）アルキニル、ヘテロアリール、アリール、シクロアルキル、ヘテロシクロア
ルキル、ヘテロアリール（Ｃ１～Ｃ４）アルキル、アリール（Ｃ１～Ｃ４）アルキル、シ
クロアルキル（Ｃ１～Ｃ４）アルキル、ヘテロシクロアルキル（Ｃ１～Ｃ４）アルキル、
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（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、ＣＯＲ６、ＣＯＯＲ６、ＮＲ６ＣＯＲ６、ＣＯＮ（Ｒ６）

２、Ｎ（Ｒ６）２、ＮＲ６ＣＯＮ（Ｒ６）２、ＮＲ６ＣＳＮ（Ｒ６）２、ＯＲ６、Ｓ（Ｏ
）ｐＲ６、ＣＮ、ＮＯ２、またはＮ３であり；
　各Ｒ６は、独立してＨ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２

～Ｃ６）アルキニル、ヘテロアリール、ヘテロアリール（Ｃ１～Ｃ２）アルキル、アリー
ル、アリール（Ｃ１～Ｃ２）アルキル、（Ｃ１～Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ３～Ｃ７）シク
ロアルキル、ヘテロシクリルであるか、または同一原子または隣接した原子に結合してい
る２つのＲ６置換基は一緒になってシクロアルキル、アリール、ヘテロシクロアルキルま
たはヘテロアリールを形成し；
　各Ｒ７は、独立して、Ｈ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ

２～Ｃ６）アルキニル、ヘテロアリール、アリール、ヘテロシクリル、（Ｃ３～Ｃ７）シ
クロアルキル、ＯＲ６、ＣＯＲ６、またはＣＯＮ（Ｒ６）２であり；
　各Ｒ８およびＲ９は、独立してＨ、ハロ、（Ｃ１～Ｃ４）アルキル、（Ｃ１～Ｃ４）ア
ルケニル、（Ｃ１～Ｃ４）アルキニル、ＣＯＲ６、ＣＯＯＲ６、ＣＯＮ（Ｒ６）２、Ｎ（
Ｒ６）２、ＮＲ６ＣＯＮ（Ｒ６）２、ＯＲ６、ＳＲ６またはＣＮであるか；あるいはｍま
たはｓが２以上のとき、隣接した炭素原子上のＲ８およびＲ９の一方または両方が存在し
なくてもよく、それによって、上記隣接した炭素原子間に不飽和結合が結果として生じ；
　ｎ＝０～５であり；
　ｐ＝０～２であり；
　ｍ＝０～３であり；ならびに
　ｓ＝０～３であり；ここで、ｍ＋ｓは３以下である；かつ
　但し、Ｚが存在しない場合、Ｒ１は、ピリジニル、チオフェニル、［１，２，３］－チ
アジアゾリル、［１，２，３］－オキサジアゾリル、［１，２，３］－トリアゾリル、イ
ミダゾリル、ピリミジニル、ピラジニル、ピロリル、フラニル、ピラゾリル、ピリダジニ
ル、ピラジニルおよびトリアジニルからなる群から選択される、置換されていてもよい多
環式ヘテロアリールまたは置換されている単環ヘテロアリールであり、ここで、Ｒ１で表
される単環ヘテロアリールは、１つまたは複数のハロ、ＯＲ６、Ｓ（Ｏ）ｐＲ６、（Ｃ１

～Ｃ４）アルキル、（Ｃ２～Ｃ４）アルケニル、（Ｃ１～Ｃ４）ハロアルキル、（Ｃ３～
Ｃ６）シクロアルキル、５～７員ヘテロシクリル、Ｎ（Ｒ６）２、Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ６）２

、Ｎ（Ｒ６）ＣＯＲ６、Ｃ（Ｏ）ＯＲ６またはＣＯＲ６で置換されており、また多環式ヘ
テロアリールは１つまたは複数のそれらで置換されていてもよい）
で表される化合物、またはその薬学的に許容される塩。
【請求項２】
　式（Ｉａ）：
【化２】

（式中：
　Ｘ１およびＸ２のそれぞれは独立してＮ、ＣまたはＮ＋Ｏ－であり；
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　Ｚは、１～６原子のリンカーであり；
　ＹはＣＨ２またはＣ＝Ｏであり；
　Ｒ１は、ヘテロアリールであって、１～３個のハロ、（Ｃ１～Ｃ４）アルキル、（Ｃ３

～Ｃ７）シクロアルキル、ヘテロシクリル、アリール、ヘテロアリール、（Ｃ１～Ｃ４）
ハロアルキル、（Ｃ１～Ｃ４）ハロアルコキシ、（Ｃ２～Ｃ４）アルケニル、（Ｃ２～Ｃ

４）アルキニル、ＣＯＲ６、ＣＯＯＲ６、ＣＯＮ（Ｒ６）２、Ｎ（Ｒ６）２、ＮＲ６ＣＯ
Ｒ６、ＮＲ６ＣＯＮ（Ｒ６）２、ＮＲ６ＣＳＮ（Ｒ６）２、ＯＲ６、Ｓ（Ｏ）ｐＲ６、Ｓ
（Ｏ）ｐＮ（Ｒ６）２、ＣＮ、ＮＯ２、またはＮ３で置換されていてもよく；
　Ｒ２は、ハロ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２～Ｃ６）
アルキニル、（Ｃ３～Ｃ７）シクロアルキル、ヘテロアリール、ヘテロアリール（Ｃ１～
Ｃ２）アルキル、ヘテロアリール（Ｃ２～Ｃ３）アルケニル、ヘテロアリール（Ｃ２～Ｃ

３）アルキニル、ＣＯＲ６、ＣＯＯＲ６、ＣＯＮ（Ｒ６）２、ＮＲ６ＣＯＲ６、ＣＳＲ６

、ＣＳＯＲ６、またはＣＳＮ（Ｒ６）２であって、式中、Ｒ２で表される各置換基は、ハ
ロを除いて、独立して、１～３個のハロ、（Ｃ１～Ｃ４）アルキル、（Ｃ２～Ｃ４）アル
ケニル、（Ｃ２～Ｃ４）アルキニル、ＣＯＲ６、ＣＯＯＲ６、ＣＯＮ（Ｒ６）２、Ｎ（Ｒ
６）２、ＮＲ６ＣＯＲ６、ＮＲ６ＣＯＮ（Ｒ６）２、ＮＲ６ＣＳＮ（Ｒ６）２、ＯＲ６、
Ｓ（Ｏ）ｐＲ６、ＣＮ、ＮＯ２、またはＮ３で置換されていてもよく；
　Ｒ３は、Ｈ、ハロ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２～Ｃ

６）アルキニル、（Ｃ３～Ｃ７）シクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、ヘテロシ
クリル、ＣＯＲ６、ＣＯＯＲ６、ＣＯＮ（Ｒ６）２、ＮＲ６ＣＯＲ６、Ｎ（Ｒ６）２、Ｎ
Ｒ６ＣＯＮ（Ｒ６）２、ＮＲ６ＣＳＮ（Ｒ６）２、ＯＲ６、Ｓ（Ｏ）ｐＲ６、ＣＮ、ＮＯ

２またはＮ３であり；
　Ｒ４は、Ｈ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２～Ｃ６）ア
ルキニル、ヘテロアリール、ヘテロアリール（Ｃ１～Ｃ２）アルキル、アリール、アリー
ル（Ｃ１～Ｃ２）アルキル、ＯＲ６、ＣＯＲ６またはＣＯＮ（Ｒ６）２であり；
　各Ｒ５は、独立して、ハロ、（Ｃ１～Ｃ４）アルキル、（Ｃ２～Ｃ４）アルケニル、（
Ｃ２～Ｃ４）アルキニル、ヘテロアリール、アリール、（Ｃ３～Ｃ７）シクロアルキル、
ヘテロシクロアルキル、ヘテロアリール（Ｃ１～Ｃ４）アルキル、アリール（Ｃ１～Ｃ４

）アルキル、シクロアルキル（Ｃ１～Ｃ４）アルキル、ヘテロシクロアルキル（Ｃ１～Ｃ

４）アルキル、（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、ＣＯＲ６、ＣＯＯＲ６、ＮＲ６ＣＯＲ６、
ＣＯＮ（Ｒ６）２、ＮＲ６ＣＯＲ６、Ｎ（Ｒ６）２、ＮＲ６ＣＯＮ（Ｒ６）２、ＮＲ６Ｃ
ＳＮ（Ｒ６）２、ＯＲ６、Ｓ（Ｏ）ｐＲ６、ＣＮ、ＮＯ２またはＮ３であり；
　各Ｒ６は、独立してＨ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２

～Ｃ６）アルキニル、（Ｃ１～Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ３～Ｃ７）シクロアルキル、ヘテ
ロシクリル、ヘテロアリール、ヘテロアリール（Ｃ１～Ｃ２）アルキル、アリール、アリ
ール（Ｃ１～Ｃ２）アルキルであるか、または同一原子または隣接した原子に結合してい
る２つのＲ６置換基は、一緒になってヘテロシクロアルキルまたはヘテロアリールを形成
し；
　ｎ＝０～５であり；かつ
　ｐ＝０～２である）
で表される化合物またはその薬学的に許容される塩。
【請求項３】
　Ｒ３が、Ｈ、ハロ、（Ｃ１～Ｃ４）アルキル、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ３～Ｃ

７）シクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、ヘテロシクリル、ＣＯＲ６、ＣＯＯＲ
６、ＣＯＮ（Ｒ６）２、ＮＲ６ＣＯＲ６、Ｎ（Ｒ６）２、ＮＲ６ＣＯＮ（Ｒ６）２、ＯＲ
６またはＳ（Ｏ）ｐＲ６であり；かつ
　Ｒ４が、Ｈ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、ＯＲ６、ＣＯＲ６またはＣＯＮ（Ｒ６）２であ
る、
請求項１に記載の化合物。
【請求項４】
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　Ｒ２が、ハロ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ１～Ｃ６）アルケニル、ヘテロアリール
、ヘテロアリール（Ｃ１～Ｃ２）アルキル、ＣＯＲ６、ＣＯＯＲ６またはＣＯＮ（Ｒ６）

２であり、ここでＲ２で表される各アルキル、アルケニルおよびヘテロアリールは、独立
して、１～３個のハロ、（Ｃ１～Ｃ４）アルキル、ＣＯＲ６、ＣＯＯＲ６、ＣＯＮ（Ｒ６

）２、Ｎ（Ｒ６）２、ＮＲ６ＣＯＲ６、ＮＲ６ＣＯＮ（Ｒ６）２、ＯＲ６、Ｓ（Ｏ）ｐＲ
６、ＣＮまたはＮＯ２で置換されていてもよい、
請求項１に記載の化合物。
【請求項５】
　各Ｒ５が、独立して、ハロ、（Ｃ１～Ｃ４）アルキル、ヘテロアリール、アリール、（
Ｃ３～Ｃ７）シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、ヘテロアリール（Ｃ１～Ｃ４）ア
ルキル、アリール（Ｃ１～Ｃ４）アルキル、（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、ＣＯＲ６、Ｃ
ＯＯＲ６、ＮＲ６ＣＯＲ６、ＣＯＮ（Ｒ６）２、Ｎ（Ｒ６）２、ＮＲ６ＣＯＮ（Ｒ６）２

、ＯＲ６、Ｓ（Ｏ）ｐＲ６、ＣＮまたはＮＯ２であり；また
　ｎは１～３である、
請求項１に記載の化合物。
【請求項６】
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－（５－（２－メチル－５－（ピリジン－３－イルエチニル）
フェニル）－ピラジン－２－イル）ベンズアミド；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－（２’－メチル－５’－（ピリジン－３－イルエチニル）ビ
フェニル－４－イル）ベンズアミド；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－（２’－メチル－５’－（ピリジン－２－イルアミノ）ビフ
ェニル－４－イル）ベンズアミド；
　Ｎ－（２’－クロロ－５’－（ピリジン－２－イルオキシ）ビフェニル－４－イル）－
２，６－ジフルオロベンズアミド；
　Ｎ－（５－（２－クロロ－５－（ピリジン－２－イルオキシ）フェニル）ピリジン－２
－イル）－２，６－ジフルオロベンズアミド；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－（２’－メチル－５’－（ピリジン－３－イルオキシ）ビフ
ェニル－４－イル）ベンズアミド；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－（５－（２－メチル－５－（ピリジン－３－イルオキシ）フ
ェニル）－ピリジン－２－イル）ベンズアミド；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－（５－（２－メチル－５－（ピリジン－３－イルオキシ）フ
ェニル）－ピラジン－２－イル）ベンズアミド；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－（５－（２－メチル－５－（ピリジン－２－イルオキシ）フ
ェニル）－ピリジン－２－イル）ベンズアミド；
　Ｎ－（２’－クロロ－５’－（５－メチルチアゾール－２－イルオキシ）ビフェニル－
４－イル）－２，６－ジフルオロベンズアミド；
　Ｎ－（２’－クロロ－５’－（チアゾール－２－イルオキシ）ビフェニル－４－イル）
－２，６－ジフルオロベンズアミド；
　Ｎ－（５－（２－クロロ－５－（チアゾール－２－イルオキシ）フェニル）ピリジン－
２－イル）－２，６－ジフルオロベンズアミド；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－（２’－メチル－５’－（ピリジン－２－イルメトキシ）－
ビフェニル－４－イル）ベンズアミド；
　Ｎ－（５’－（（１Ｈ－イミダゾール－１－イル）メチル）－２’－メチルビフェニル
－４－イル）－２，６－ジフルオロベンズアミド；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－（２’－メチル－５’－（２－（ピリジン－３－イル）エチ
ル）ビフェニル－４－イル）ベンズアミド；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－（５－（２－メチル－５－（２－（ピリジン－３－イル）エ
チル）フェニル）－ピラジン－２－イル）ベンズアミド；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－（２’－メチル－５’－（２－（ピリジン－２－イル）エチ
ル）ビフェニル－４－イル）ベンズアミド；
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　Ｎ－（５－（２－クロロ－５－（５－（１－メチル－１Ｈ－イミダゾール－５－イル）
チアゾール－２－イル）フェニル）ピリジン－２－イル）－２，６－ジフルオロベンズア
ミド；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－（２’－メチル－５’－（４－（ピリジン－３－イル）チア
ゾール－２－イル）ビフェニル－４－イル）ベンズアミドヒドロクロリド；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－（５－（２－メチル－５－（４－（ピリジン－３－イル）チ
アゾール－２－イル）フェニル）ピラジン－２－イル）ベンズアミド；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－（２’－メチル－５’－（５－（オキサゾール－５－イル）
チアゾール－２－イル）ビフェニル－４－イル）ベンズアミド；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－（５’－（６－メトキシピリジン－３－イル）－２’－メチ
ルビフェニル－４－イル）ベンズアミド；
　２、４－ジフルオロ－Ｎ－（５－（２－メチル－５－（ピリジン－３－イル）フェニル
）ピリジン－２－イル）ベンズアミド；
　２、４－ジフルオロ－Ｎ－（６－（２－メチル－５－（ピリジン－３－イル）フェニル
）ピリジン－３－イル）ベンズアミド；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－（２’－メチル－５’－（４－（オキサゾール－５－イル）
チアゾール－２－イル）ビフェニル－４－イル）ベンズアミド；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－（５’－（５－イソプロピルチアゾール－２－イル）－２’
－メチルビフェニル－４－イル）ベンズアミド；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－（２’－メチル－５’－（４－（ピリジン－３－イル）チア
ゾール－２－イル）ビフェニル－４－イル）ベンズアミド；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－（５－（２－メチル－５－（４－（ピリジン－３－イル）チ
アゾール－２－イル）フェニル）ピリジン－２－イル）ベンズアミド；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－（５－（２－メチル－５－（４－メチルチアゾール－２－イ
ル）フェニル）ピリジン－２－イル）ベンズアミド；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－（５－（２－メチル－５－（４－メチルチアゾール－２－イ
ル）フェニル）ピラジン－２－イル）ベンズアミド；
　２，４－ジフルオロ－Ｎ－（２’－メチル－５’－（オキサゾール－２－イル）ビフェ
ニル－４－イル）ベンズアミド；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－（５－（２－メチル－５－（ピリジン－２－イルオキシ）フ
ェニル）ピラジン－２－イル）ベンズアミド；
　３－フルオロ－２－メチル－Ｎ－（５－（２－メチル－５－（ピリジン－２－イルオキ
シ）フェニル）ピリジン－２－イル）ベンズアミド；
　３－フルオロ－２－メチル－Ｎ－（４’－メチル－６’－（ピリジン－３－イルオキシ
）－３、３’－ビピリジン－６－イル）ベンズアミド；
　３－フルオロ－Ｎ－（５－（２－メチル－５－（ピリジン－２－イルオキシ）フェニル
）ピリジン－２－イル）イソニコチンアミド；
　Ｎ－（５－（２－クロロ－５－（ピリジン－２－イルオキシ）フェニル）ピラジン－２
－イル）－２，６－ジフルオロベンズアミド；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－（５－（５－（ピリジン－３－イルオキシ）－２－（トリフ
ルオロメチル）フェニル）ピラジン－２－イル）ベンズアミド；
　３－フルオロ－Ｎ－（５－（２－メトキシ－５－（ピリジン－２－イルオキシ）フェニ
ル）ピリジン－２－イル）－２－メチルベンズアミド；
　２，６－ジフルオロ－Ｎ－（５－（２－メトキシ－５－（ピリジン－２－イルオキシ）
フェニル）ピラジン－２－イル）ベンズアミド；
　３－フルオロ－２－メチル－Ｎ－（５－（２－メチル－５－（ピリジン－４－イルオキ
シ）フェニル）ピリジン－２－イル）ベンズアミド；
　３－フルオロ－２－メチル－Ｎ－（５－（５－（ピリジン－３－イルオキシ）－２－（
トリフルオロメチル）フェニル）ピリジン－２－イル）ベンズアミド；
からなる群から選択される化合物、またはその薬学的に許容される塩。
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【請求項７】
　薬学的に許容される担体および請求項１～６のいずれか一項に記載の化合物を含む、医
薬組成物。
【請求項８】
　抑制性免疫細胞活性化のための医薬の製造における請求項１～６のいずれか一項に記載
の化合物の使用。
【請求項９】
　細胞中のサイトカイン産生を抑制するための医薬の製造における請求項１～６のいずれ
か一項に記載の化合物の使用であって、サイトカインが、ＩＬ－２、ＩＬ－４、ＩＬ－５
、ＩＬ－１３、ＧＭ－ＣＳＦ、ＩＦＮ－γ、ＴＮＦα、およびそれらの組合せからなる群
から選択される、前記使用。
【請求項１０】
　細胞中のＣａ２＋－放出－活性化Ｃａ２＋チャネル（ＣＲＡＣ）を調節するための医薬
の製造における請求項１～６のいずれか一項に記載の化合物の使用。
【請求項１１】
　それを必要としている対象における免疫障害を治療または予防するための医薬の製造に
おける請求項１～６のいずれか一項に記載の化合物の使用であって、前記障害が、多発性
硬化症、重症筋無力症、ギラン・バレー、自己免疫性ブドウ膜炎、自己免疫溶血性貧血、
悪性貧血、自己免疫血小板減少症、側頭動脈炎、抗リン脂質抗体症候群、ヴェーゲナー肉
腫等の血管炎、ベーチェット病、乾癬、疱疹状皮膚炎、尋常性天疱瘡、白斑、クローン病
、潰瘍性大腸炎、原発性胆汁性肝硬変、自己免疫肝炎、Ｉ型または免疫介在性の糖尿病、
グレーブス病、橋本甲状腺炎、自己免疫性卵巣炎および精巣炎、副腎の自己免疫障害、関
節リウマチ、全身性エリテマトーデス、強皮症、多発性筋炎、皮膚筋炎、強直性脊椎炎、
およびシェーグレン症候群からなる群から選択される、前記使用。
【請求項１２】
　それを必要としている対象における炎症状態を治療または予防をための医薬の製造にお
ける請求項１～６のいずれか一項に記載の化合物の使用であって、障害が、移植拒絶反応
、皮膚移植片拒絶反応、関節炎、関節リウマチ、変形性関節炎および骨吸収増加関連の骨
疾患；炎症性腸疾患、回腸炎、潰瘍性大腸炎、バレット症候群、クローン病；喘息、成人
呼吸促迫症候群、慢性閉塞性気道疾患；角膜ジストロフィ、トラコーマ、回旋糸状虫症、
ブドウ膜炎、交感性眼炎、眼内炎；歯肉炎、歯周病；結核；ライ病；尿毒症の合併症、糸
球体腎炎、ネフローゼ；硬化性皮膚炎、乾癬、湿疹；神経系の慢性脱髄疾患、多発性硬化
症、ＡＩＤＳ関連の神経変性、アルツハイマー病、感染性髄膜炎、脳脊髄炎、パーキンソ
ン病、ハンチントン病、筋萎縮性側索硬化症、ウイルス性または自己免疫性の脳炎、自己
免疫障害、免疫複合体血管炎、全身性の狼瘡およびエリテマトーデス；全身性エリテマト
ーデス（ＳＬＥ）；心筋症、虚血性心疾患高コレステロール血症、アテローム性動脈硬化
症、子癇前症；慢性肝不全、脳および脊髄外傷、および癌からなる群から選択される、前
記使用。


	header
	written-amendment

